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  運用報告書（全体版） 

ジャパン株式インカム 
（３ヵ月決算型） 

 

 
 

第53期（決算日：2019年４月８日） 

第54期（決算日：2019年７月８日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「ジャパン株式インカム（３ヵ月

決算型）」は、去る７月８日に第54期の決算を行いま

したので、法令に基づいて第53期～第54期の運用状

況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 無制限（2006年３月23日設定） 

運用方針 
ファミリーファンド方式により、信託財産の
成長を目指して運用を行います｡ 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

ジャパン株式インカム マザー
ファンド受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

わが国の金融商品取引所上場（こ
れに準ずるものを含みます。）株式 

運用方法 

・わが国の金融商品取引所上場（これに準ず
るものを含みます。）株式を実質的な主要投
資対象とし、配当利回りに着目し、高水準
のインカムゲインの確保と中長期的な値上
がり益の獲得による信託財産の成長を目指
します。 

・連続増配銘柄に着目した株式投資を行い
ます。 
＊ 連続増配銘柄とは、主として一定期間の修正１株

当たりの配当金（年額。株式分割および株式併合等
を考慮します。）が増加し、または減少しなかった
銘柄とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・マザーファンドへの投資割合
は、制限を設けません。 

・株式への実質投資は、制限を設
けません。 

・株式以外の資産への実質投資
は、原則として信託財産総額の
50％以下とします。 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式への投資は、制限を設けま
せん。 

・株式以外の資産への投資は、原
則として信託財産総額の50％
以下とします。 

分配方針 

毎年１、４、７、10月の６日（休業日の場合は
翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に基
づいて分配を行います。基準価額水準や分配
対象収益額を勘案し、委託会社が決定する額
を付加して分配を行う場合があります。分配
対象額の範囲は、経費控除後の配当等収益と
売買益（評価益を含みます。）等の全額としま
す。基準価額水準、市況動向等を勘案して、分
配金額を決定します。（ただし、分配対象収益
が少額の場合には分配を行わない場合もあり
ます。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

148021 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
TOPIX500配当込み指数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

45期(2017年４月６日) 11,426 50 △ 5.5 1,593.06 △ 3.9 96.8 － 242 

46期(2017年７月６日) 12,414 50 9.1 1,736.09 9.0 97.1 － 236 

47期(2017年10月６日) 12,931 50 4.6 1,822.23 5.0 96.5 － 241 

48期(2018年１月９日) 13,302 950 10.2 2,043.87 12.2 104.5 － 239 

49期(2018年４月６日) 12,327 50 △ 7.0 1,871.83 △ 8.4 97.6 － 229 

50期(2018年７月６日) 12,019 50 △ 2.1 1,849.72 △ 1.2 97.3 － 223 

51期(2018年10月９日) 12,444 50 4.0 1,949.69 5.4 97.2 － 229 

52期(2019年１月７日) 10,628 50 △14.2 1,681.74 △13.7 97.0 － 195 

53期(2019年４月８日) 11,351 50 7.3 1,822.21 8.4 96.7 － 204 

54期(2019年７月８日) 10,772 50 △ 4.7 1,777.68 △ 2.4 96.7 － 188 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） TOPIX500配当込み指数は、（株）東京証券取引所及びそのグループ会社（以下、「東証等」という。）の知的財産であり、指数の算出、指

数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウは東証等が所有しています。なお、当ファンドは、東証等により提供、

保証又は販売されるものではなく、東証等は、当ファンドの発行又は売買に起因するいかなる損害に対しても、責任を有しません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
TOPIX500配当込み指数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率  騰 落 率 

第53期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年１月７日 10,628 － 1,681.74 － 97.0 － 

１月末 11,171 5.1 1,746.85 3.9 98.8 － 

２月末 11,222 5.6 1,787.36 6.3 97.5 － 

３月末 11,082 4.3 1,790.96 6.5 97.0 － 

(期  末)       

2019年４月８日 11,401 7.3 1,822.21 8.4 96.7 － 

第54期 

(期  首)       

2019年４月８日 11,351 － 1,822.21 － 96.7 － 

４月末 11,216 △1.2 1,820.34 △0.1 95.4 － 

５月末 10,360 △8.7 1,701.09 △6.6 96.4 － 

６月末 10,687 △5.8 1,749.67 △4.0 98.1 － 

(期  末)       

2019年７月８日 10,822 △4.7 1,777.68 △2.4 96.7 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

運用経過
第53期～第54期：2019年１月８日～2019年７月８日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 5 3 期 首 10,628円
第 5 4 期 末 10,772円
既払分配金 100円
騰 落 率 2.3％

（分配金再投資ベース）

（円） （百万円）
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

基準価額の主な変動要因

基準価額は当作成期首に比べ2.3％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

国内株式市場が上昇するなか、東京エレクトロンやセイコーエプ
ソンなど電気機器に属する銘柄やアマダホールディングス、小松
製作所など機械に属する銘柄、日本電信電話やＫＤＤＩなど情
報・通信業に属する銘柄を中心に株価が上昇したことが基準価額
の上昇要因となりました。

上昇要因

ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

第53期～第54期：2019年１月８日～2019年７月８日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
当作成期首から2019年４月にかけては、
好調な経済統計から米国景気への過度な
不安が和らいだことや米国利上げ観測の
後退、米中貿易協議の進展期待などから
投資家心理が改善し、国内株式市場は堅
調に推移しました。
５月に入ると、再び米中貿易摩擦の激化
が世界景気に悪影響を与えるとの警戒感

が広がったことなどから国内株式市場は
上昇幅を縮小しました。
その後は、米連邦準備制度理事会（ＦＲ
Ｂ）議長の発言や低調な米国雇用統計か
ら米国の利下げ観測が高まったことや、
米中貿易交渉の進展が期待されたことな
どが好感され、国内株式市場は上昇に転
じました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  ジャパン株式インカム（３ヵ月決算
型）
ジャパン株式インカム　マザーファンド
受益証券の組入比率をおおむね99％以上
に保ち、実質的な運用はマザーファンド
で行いました。

  ジャパン株式インカム　マザーファ
ンド
わが国の金融商品取引所上場（これに準
ずるものを含みます。）株式を主要投資対
象とし、配当利回りに着目し、高水準の
インカムゲインの確保と中長期的な値上
がり益の獲得による信託財産の成長をめ
ざしました。

当作成期も引き続き、連続増配銘柄＊の動
向や予想配当利回りの水準、各企業の配
当に関する考え方や継続性、業績の方向
性などの観点から組入銘柄を精査しまし
た。
＊ 連続増配銘柄とは、主として一定期間の修正１株
当たりの配当金（年額。株式分割および株式併合
などを考慮します。）が増加し、または減少しな
かった銘柄とします。

前記の結果、当作成期は以下の通りポー
トフォリオの調整を実施しました。
2019年３月は、ポートフォリオの配当利
回りの引き上げなどを目的に保有比率調
整を実施し、ウシオ電機などを新規に買
い付け、セブン銀行などを買い増した一
方、三菱ＵＦＪリースなどを全株売却し、

ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

キヤノンマーケティングジャパンなどを
一部売却しました。銘柄入替前後での業
種比較は、銀行業、石油・石炭製品、証
券、商品先物取引業などの構成比率を引
き上げ、その他金融業、卸売業、非鉄金
属などの構成比率を引き下げました。
４月は、財務健全性が相対的に悪化した
出光興産を全株売却しました。
６月は、ポートフォリオの配当利回りの
引き上げなどを目的に保有比率調整を実

施し、清水建設などを新規に買い付け、
イオンフィナンシャルサービスなどを買
い増した一方、ＳＢＩホールディングス
などを全株売却し、科研製薬などを一部
売却しました。銘柄入替前後での業種比
較は、化学、その他金融業、精密機器な
どの構成比率を引き上げ、電気機器、証
券、商品先物取引業、小売業などの構成
比率を引き下げました。

第53期～第54期：2019年１月８日～2019年７月８日

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド(ベビーファンド）
の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はTOPIX500配当込み指数です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

第53期
2019/１/７ ～
2019/４/８

第54期
2019/４/８ ～
2019/７/８

－10.0

－5.0

0.0

5.0

10.0
ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準・市況動向等を勘案して分配金額を決定します。基準
価額水準や分配対象収益額を勘案し、委託会社が決定する額を付加して分配を行う場合がありま
す。この結果、次表の通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）に
つきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  ジャパン株式インカム（３ヵ月決算
型）
ジャパン株式インカム　マザーファンド
受益証券を高位に組み入れ、マザーファ
ンドを通じて運用を行っていく方針です。

  ジャパン株式インカム　マザーファ
ンド
引き続き、わが国の金融商品取引所上場
（これに準ずるものを含みます。）株式を

主要投資対象とし、これらの株式を高位
に保つ方針です。
連続増配銘柄の動向や予想配当利回りの
水準、各企業の配当に関する考え方、業
績の方向性などに留意し、計量的なアプ
ローチを主体に運用していく方針です。

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第53期 第54期
2019年 １ 月 ８ 日～2019年 ４ 月 ８ 日 2019年 ４ 月 ９ 日～2019年 ７ 月 ８ 日

当期分配金（対基準価額比率） 50（0.439％） 50（0.462％）

当期の収益 50 －

当期の収益以外 － 50

翌期繰越分配対象額 5,183 5,134

ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

― 7 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_780747.indd   702_コメント-費用-TER_10pt_780747.indd   7 2019/08/22   14:17:312019/08/22   14:17:31



3

ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

2019年１月８日～2019年７月８日

１万口当たりの費用明細

（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

項目
第53期～第54期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 64 0.581 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (24) (0.215) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (35) (0.323) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 5) (0.043) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 0 0.001 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 0) (0.001)

(ｃ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｃ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 64 0.584

作成期中の平均基準価額は、10,946円です。

ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.17％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（受託会社）
0.09％

その他費用
0.00％

運用管理費用（販売会社）
0.65％

運用管理費用（投信会社）
0.43％

総経費率
1.17％

ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

○売買及び取引の状況 (2019年１月８日～2019年７月８日) 

 

銘 柄 
第53期～第54期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ジャパン株式インカム マザーファンド 1,174 2,063 8,092 14,364 

 
 
 

○株式売買比率 (2019年１月８日～2019年７月８日) 

 

項 目 
第53期～第54期 

ジャパン株式インカム マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 10,108,990千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 11,077,708千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.91   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年１月８日～2019年７月８日) 

 

＜ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ジャパン株式インカム マザーファンド＞ 

区       分 

第53期～第54期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 4,291 － － 5,817 42 0.7 

平均保有割合 1.7%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

 

＜ジャパン株式インカム マザーファンド＞ 

種       類 
第53期～第54期 

買 付 額 売 付 額 第54期末保有額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 214 336 599 

 
 
 

 

項 目 第53期～第54期 
売買委託手数料総額（A） 1千円 
うち利害関係人への支払額（B） 0.557千円 

（B）／（A） 43.5％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、三菱ＵＦＪリース、日立キャピタルです。 

 

○組入資産の明細 (2019年７月８日現在) 

 

銘 柄 
第52期末 第54期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン株式インカム マザーファンド 112,838 105,920 187,891 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年７月８日現在) 

項 目 
第54期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン株式インカム マザーファンド 187,891 98.8 

コール・ローン等、その他 2,372 1.2 

投資信託財産総額 190,263 100.0 
 
 
 

  

利害関係人の発行する有価証券等 

親投資信託残高 
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第53期末 第54期末 

2019年４月８日現在 2019年７月８日現在 

  円 円 

(A) 資産 206,560,371   190,263,290   

 コール・ローン等 1,666,888   2,371,357   

 ジャパン株式インカム マザーファンド(評価額) 203,988,313   187,891,933   

 未収入金 905,170   －   

(B) 負債 1,734,595   1,439,742   

 未払収益分配金 902,232   876,483   

 未払解約金 242,314   －   

 未払信託報酬 587,898   561,200   

 未払利息 2   5   

 その他未払費用 2,149   2,054   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 204,825,776   188,823,548   

 元本 180,446,465   175,296,767   

 次期繰越損益金 24,379,311   13,526,781   

(D) 受益権総口数 180,446,465口 175,296,767口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,351円 10,772円 
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第53期 第54期 

2019年１月８日～ 
2019年４月８日 

2019年４月９日～ 
2019年７月８日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △       178   △       210   

 支払利息 △       178   △       210   

(B) 有価証券売買損益 14,434,799   △ 8,633,916   

 売買益 14,680,328   368,309   

 売買損 △   245,529   △ 9,002,225   

(C) 信託報酬等 △   590,047   △   563,254   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 13,844,574   △ 9,197,380   

(E) 前期繰越損益金 17,293,991   29,085,867   

(F) 追加信託差損益金 △ 5,857,022   △ 5,485,223   

 (配当等相当額) (  24,849,549)  (  24,842,202)  

 (売買損益相当額) (△30,706,571)  (△30,327,425)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 25,281,543   14,403,264   

(H) 収益分配金 △   902,232   △   876,483   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 24,379,311   13,526,781   

 追加信託差損益金 △ 5,857,022   △ 5,485,223   

 (配当等相当額) (  24,856,792)  (  24,843,149)  

 (売買損益相当額) (△30,713,814)  (△30,328,372)  

 分配準備積立金 68,669,531   65,156,869   

 繰越損益金 △38,433,198   △46,144,865   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 183,947,735円 

作成期中追加設定元本額 4,395,808円 

作成期中一部解約元本額 13,046,776円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末1.0772円です。 

②分配金の計算過程 

項 目 
2019年１月８日～ 
2019年４月８日 

2019年４月９日～ 
2019年７月８日 

費用控除後の配当等収益額 3,655,678円 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 

収益調整金額 24,856,792円 24,843,149円 

分配準備積立金額 65,916,085円 66,033,352円 

当ファンドの分配対象収益額 94,428,555円 90,876,501円 

１万口当たり収益分配対象額 5,233円 5,184円 

１万口当たり分配金額 50円 50円 

収益分配金金額 902,232円 876,483円 
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ジャパン株式インカム（３ヵ月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第53期 第54期 

１万口当たり分配金（税込み） 50円 50円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・ 個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

 

※ 法人受益者に対する課税は異なります。 

※ 課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※ 税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※ NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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